
第
68
回
大
会
は
、

４
年
ぶ
り
に
１
日
開

催
と
し
、
「
軍
拡
よ

り
国
際
的
平
和
構
築

に
貢
献
を
！
政
治
的

世
代
間
対
立
づ
く
り

に
抗
し
仲
間
の
い
の

ち
と
仕
事
と
く
ら
し

を
守
ろ
う
！
建
設
産

業
全
体
で
未
来
を
切

り
開
こ
う
！
地
域
に

根
差
し
た
群
・
分
会

を
守
り
育
て
、
砦
の

支
部
会
館
再
生
を
成

し
遂
げ
よ
う
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

４
月
16
日
、
け
ん
せ

つ
プ
ラ
ザ
東
京
に
組

合
員
50
人
・
来
賓
４

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、

築

51
年
に

な
る
支
部
会

館
の
再
生
を

本
格
始
動
、

組
合
費
を
引

き
上
げ
、
設
計
者
募
集
は
前
例

の
な
い
「
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」

（
１
～
３
位
を
表
彰
）
形
式
で

開
催
、
全
都
か
ら
多
種
多
様
な

16
の
案
が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、

各
分
会
で
真
剣
な
議
論
の
末
投

票
に
て
決
定
し
、
今
大
会
の
中

で
経
過
報
告
と
結
果
発
表
を
行

い
、
同
日
夜
に
設
計
者
へ
お
礼

の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま

し
た
。

ま
た
、
「
コ
ロ
ナ
で
も
で
き

る
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
」
を

合
言
葉
に
、
組
織
活
動
活
性
化

の
課
題
を
再
開
す
べ
く
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
取
り

組
み
、
新
し
い
活
動
参
加
者
や

つ
な
が
り
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
そ
の
足
掛
か

り
を
大
事
に
、
組
織
づ
く
り
と

要
求
運
動
、
新
会
館
再
生
に
ま

い
進
し
て
い
き
ま
す
。
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第
20
回
統
一
地

方
選
挙
が
終
わ
っ

た
。
戦
後
の
新
憲

法
施
行
を
前
に
し

た
１
９
４
７
年
４

月
全
自
治
体
で
一

斉
に
選
挙
を
実
施
し
た
の
が
最

初
、
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近

な
行
政
を
担
う
基
礎
的
自
治
体

の
選
挙
で
あ
る
▼
住
民
生
活
を

直
撃
し
て
い
る
物
価
高
へ
の
対

応
や
人
口
減
少
、
少
子
化
高
齢

化
が
進
む
中
で
地
域
の
活
力
を

ど
う
維
持
し
て
い
く
か
、
さ
ら

に
防
災
対
策
な
ど
、
複
数
の
自

治
体
で
広
域
的
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
や
国
と
の
連
携
が
求
め

ら
れ
る
課
題
も
あ
る
、
地
方
自

治
体
が
直
面
す
る
課
題
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
▼
地
方
議
員

の
な
り
手
不
足
が
課
題
に
な
る

が
、
こ
の
選
挙
で
新
た
に
議
席

を
得
た
方
々
は
住
民
本
位
の
地

方
行
政
の
た
め
に
、
使
命
感
を

持
っ
て
先
頭
に
立
っ
て
、
し
っ

か
り
仕
事
し
て
も
ら
い
た
い
。

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
の
精

神
を
持
っ
て
、
住
民
に
寄
り
添

う
議
員
活
動
に
挑
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

【
教
育
宣
伝
部
長

半
澤

信
司
】

し ん じ ゅ く

（１）

●ご相談ください●
税金・法律・経営・

不払い・融資・労働

・コロナ・生活
まずは支部へ電話でご連

絡ください。

気持ちも新たに、皆で団結

伊藤執行委員長
からの挨拶

第
68
回
支
部
定
期
大
会

新役員の顔ぶれ
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（２）

議
長
を
森
敏
郎
さ
ん
（
余
丁

町
分
会
）
と
し
、
９
人
で
行
い

ま
し
た
。
賃
金
対
策
に
つ
い
て

は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
は
、
組
合
が
目
指
す
賃
金
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
に
し

て
い
く
に
は
程
遠
い
現
状
で
あ

り
、
事
業
主
と
労
働
者
が
共
存

す
る
稀
有
な
組
合
で
あ
る
東
京

土
建
の
役
割
に
つ
い
て
等
、
活

発
に
議
論
し
ま
し
た
。
労
働
対

策
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
者
救
済
基
金
に
建
材
メ
ー

カ
ー
を
入
れ
る
運
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
な
ど
を
共
有
し
、
拍

手
を
も
っ
て
議
案
を
承
認
し
ま

し
た
。

議
長
を
中
井
康
眞
さ
ん
（
四

谷
分
会
）
と
し
、
10
人
で
行
い

ま
し
た
。

チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
金
制
度
や
、
工
事
の
際

の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
費
用
の
助

成
金
制
度
の
創
設
に
も

結
び
つ
い
て
い
る
重
要

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
地
域
と
の
つ
な
が

り
づ
く
り
や
仕
事
の
掘

り
起
こ
し
と
し
て
、
住
宅
デ
ー

は
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
や
、
さ
ら
な
る
活
性
化
の
為
、

分
会
住
宅
デ
ー
の
共
同
開
催
な

ど
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。
技

術
対
策
に
つ
い
て
は
、
包
丁
と

ぎ
の
講
習
会
に
つ
い
て
な
ど
、

活
発
に
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
を
吉
野
英
人
さ
ん
（
大

久
保
分
会
）
と
し
、
12
人
で
行

い
ま
し
た
。

社
会
保
障
対
策
に
つ
い
て
は
、

東
京
土
建
国
保
を
危
う
く
す
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
実
質
義

務
化
に
断
固
反
対
し
て
い
く
こ

と
、
税
金
対
策
で
は
、
実
質
武

器
を
買
う
た
め
の
増
税
が
な
さ

れ
る
こ
と
に
対
し
、
強
く
反
対

し
て
い
く
こ
と
を
話
し
合
い
ま

し
た
。
ま
た
平
和
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
福
島
第
一
原
発

事
故
後
、
回
収
さ
れ
た
汚
染
土

を
新
宿
御
苑
の
隅
に
埋
め
立
て
、

再
利
用
の
安
全
性
を
実
証
す
る

計
画
が
、
地
域
住
民
へ
説
明
不

測
の
ま
ま
推
し
進
め
ら
れ
て
い

る
問
題
に
対
し
意
見
が
出
る
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
発

に
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

議
長
を
石
井
隆
さ
ん
（
落
合

西
分
会
）
と
し
、
９
人
で
行
い

ま
し
た
。

厚
生
文
化
部
に
つ
い
て
は
、

海
水
浴
は
評
判
が
良
く
、
こ
れ

か
ら
も
様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
気
を
配

り
な
が
ら
企
画
し
て
い
く
こ
と

で
一
致
し
ま
し
た
。
教
育
宣
伝

部
に
つ
い
て
は
機
関
紙
「
し
ん

じ
ゅ
く
」
は
よ
り
気
軽
に
、
く

だ
け
た
記
事
が
載
る
こ
と

を
希
望
す
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
財
政
に
つ
い
て

は
、
振
込
み
と
集
金
に
関

す
る
意
見
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
に
な
っ
て
行
っ
て
い
る
今

の
世
の
中
に
も
対
応
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
等
、
活
発
に
議
論
を

行
い
ま
し
た
。

議
長
を
秋
山
宗
夫
さ
ん
（
新

都
心
分
会
）
と
し
、
7
人
で
行

い
ま
し
た
。

主
に
若
手
発
掘
に
つ
い
て
多

く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
、
都
心

部
在
住
の
対
象
者
の
少
な
さ
と

い
う
厳
し
さ
は
あ
る
も
の
の
、

昨
年
取
り
組
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
や

分
会
群
活
性
化
援
助
金
の
効
果

で
新
し
い
参
加
者
が
増
え
た
こ

と
で
、
前
向
き
な
意
見
が
多
く

出
ま
し
た
。
今
年
度
も
支
部
と

し
て
専
門
部
と
し
て
、
ま
た
分

会
独
自
に
、
積
極
的
に
若
手
発

掘
に
取
り
組
ん
で
行
く
事
を
共

有
し
ま
し
た
。

第１分科会

第２分科会

第３分科会

第４分科会

第５分科会

初
め
て
議
長
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
い
た
事
で
、
土
建
の
年
間

を
通
し
て
の
活
動
や
目
的
を
知

る
こ
と
が
で
き
、
世
の
中
の
変

化
に
合
わ
せ
て
活
動
を
し
て
い

く
姿
勢
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

【
議
長

余
丁
町
分
会

小
峰

涼
子
】

今
年
度
の
支
部
大
会
に
つ
き

ま
し
て
、
議
長
と
し
て
参
加
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

来
賓
で
来
ら
れ
た
方
々
の
意

見
、
分
科
会
で
の
組
合
員
の
方
々

の
意
見
発
表
を
聞
き
、
強
く
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
度
に

変
え
る
事
は
難
し
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
良
き
方

向
へ
足
並
み
を
揃
え
て
行
く
事

が
、
今
後
の
組
合
員
団
結
の
力

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

微
力
な
が
ら
で
は
あ
り
ま
す

が
、
私
も
団
結
の
一
助
と
な
れ

る
様
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

【
議
長

四
谷
分
会

平
松

勇
貴
】

参
加
者
の
感
想

【
第
１
分
科
会

賃
金
対
策
部
・

労
働
対
策
部
】

【
第
３
分
科
会

平
和
・
税
金
対
策
部
・

社
会
保
障
対
策
部
】

【
第
４
分
科
会

財
政
部
・
厚
生
文
化
部
・

教
育
宣
伝
部
】

【
第
５
分
科
会

組
織
部
・
後
継
者
対
策
部
】

【
第
２
分
科
会

仕
事
対
策
部
・

技
術
対
策
部
】



議
論
の
経
過
と
3
位
か
ら
1

位
の
設
計
案
の
概
要
に
つ
い
て
、

4
月
16
日
支
部
定
期
大
会
の
中

で
報
告
い
た
し
ま
し
た
。
結
果

は
下
記
の
通
り
で
す
。

《
１
位
》

20
票

株
式
会
社
ラ
ン
ド
テ
ッ
ク

一
級
建
築
士
事
務
所

灯
り
の
箱
（
あ
か
り
の
は
こ
）

《
２
位
》

17
票

株
式
会
社
Ｅ
・
Ｄ
・
Ｌ

一
級
建
築
士
事
務
所

東
京
土
建
新
宿
支
部

新
会
館
建
替
え
計
画

《
３
位
》

５
票

株
式
会
社
モ
プ
ラ
ス

ア
ー
キ
テ
ク
ツ

つ
な
が
り
・
開
く
・
透
明
性

の
あ
る
場
所
を
目
指
し
て

選
考
方
法
は
、
分
会
選
出
の

建
設
委
員
地
域
７
分
会
か
ら
各

２
人
＋
四
役
常
任
７
人
（
１
人

３
票
）
に
よ
る
投
票
で
す
。
投

票
方
法
は
、
３
票
の
使
い
方
を

自
由
と
し
、
１
案
に
複
数
票
投

票
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
会

に
参
加
し
た
建
設
委
員
は
、
各

地
域
分
会
の
執
行
委
員
会
に
て

説
明
と
相
談
を
担
い
、
３
月

に
質
問
事
項
を
書
き
出
し
、

選
考
は
各
地
域
分
会
ご
と
に

４
月
10
日
～
14
日
の
期
間
に

行
い
ま
し
た
。
支
部
役
員
に

つ
い
て
は
、
各
分
会
の
投
票

結
果
を
知
ら
さ
れ
な
い
状
態

で
、
ま
た
支
部
役
員
同
士
相

談
す
る
こ
と
な
く
、
投
票
を

行
い
ま
し
た
。
書
記
局
（
事

務
局
）
は
投
票
権
を
も
た
ず
、

立
会
人
的
に
投
票
に
影
響
が

無
い
様
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
会
に
参
加
し
た

各
委
員
か
ら
は
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
内
容
に
触
れ
心
躍

る
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
各
分
会

に
持
ち
帰
っ
て
説
明
す

る
こ
と
の
難
し
さ
が
語

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

３
月
分
会
執
行
委
員
会
で
は
、

質
問
事
項
を
書
き
出
す
た
め
の

議
論
を
し
ま
し
た
が
、
各
設
計

者
か
ら
と
て
も
丁
寧
な
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
回
答

を
受
け
て
、
い
ざ
選
考
す
る
４

月
の
分
会
執
行
委
員
会
で
は
、

そ
れ
ま
で
若
干
漠
然
と
し
た
イ

メ
ー
ジ
で
の
議
論
が
、
み
ん
な

一
気
に
施
主
目
線
（
使
い
手
・

支
出
者
）
と
し
て
ス
イ
ッ
チ
が

入
っ
た
か
の
様
に
、
各
分
会
で

時
間
を
か
け
て
真
剣
な
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
真
逆
の
意
見

を
含
め
て
３
６
０
度
、
様
々
な

意
見
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

東
京
土
建
の
歴
史
伝
統
「
組

合
民
主
主
義
」
の
力
で
、
（
一

部
の
役
員
が
決
め
て
い
く
の
で

は
な
く
）
常
に
一
人
で
も
多
く

の
組
合
員
が
「
自
分
た
ち
の
会

館
を
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
今
後
も
新
会

館
建
設
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

コ
ン
ペ
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
設
計
者
の
み
な
さ
ん
へ
の
お

礼
を
兼
ね
た
表
彰
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
に
は
11
事
務
所
か
ら
19
人
が

出
席
、
本
部
設
計
者
の
会
３
役

と
支
部
役
員
書
記
な
ど
合
計
33

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
案
を

ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
の
自

己
紹
介
で
は
今
回
の
コ
ン
ペ
へ

の
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

審
査
員
が
設
計
者
で
は
な
い
異

質
さ
や
、
コ
ン
ペ
参
加
者
が
お

互
い
の
デ
ザ
イ
ン
案
や
プ
レ
ゼ

ン
の
様
子
（
動
画
）
を
見
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
も
、
刺
激
や
気

づ
き
が
あ
っ
た
な
ど
の
あ
た
た

か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

支
部
や
分
会
と
顔
を
合
わ
す

機
会
が
少
な
か
っ
た
設
計
者
の

み
な
さ
ん
が
、
今
回
の
コ
ン
ペ

へ
の
参
加
を
通
し
て
東
京
土
建

の
様
々
な
活
動
を
知
る
こ
と
と

な
っ
た
り
、
組
合
の
活
動
の
発

展
の
た
め
に
膨
大
な
時
間
を
か

け
て
デ
ザ
イ
ン
案
と
い
う
形
で

多
種
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
試

み
と
し
て
こ
の
設
計
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
は
想
像
を
超
え
る
大
成

功
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

２０２３年５月１０日(水曜日) し ん じ ゅ く 第７３９号

（３）

表彰レセプション 会場の様子

コンペ第1位となり挨拶をする
㈱ランドテック 中山勲さん

今
回
の
統
一
地
方
選
挙
は
、

３
年
間
国
政
選
挙
が
無
い
期
間

で
あ
り
、
新
た
な
戦
前
か
ら
平

和
を
守
る
砦
の
選
挙
で
す
。
東

京
土
建
は
「
統
一
地
方
選
挙

要

求
実
現
ア
ク
シ
ョ
ン

選
挙
に
行

こ
う
！
」
と
題
し
て
、
動
画
作

成
「
選
挙
に
行
こ
う
！
２
０
２

３
」
や
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
、

全
都
の
組
合
員
・
家
族
へ
投
票

の
呼
び
掛
け
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。支

部
で
は
「
東
京
土
建
新
宿

支
部
の
新
宿
区
制
要
望
」
を
３

月
20
日
に
提
出
し
各
要
請
項
目

に
賛
否
の
回
答
を
求
め
、
機
関

紙
「
し
ん
じ
ゅ
く
」
４
月
号
に

掲
載
し
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん

へ
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
選
挙

は
議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
り
、
投
票
は
義
務
で
は
な
く

権
利
で
す
。
各
候
補
者
の
政
策

を
み
て
、
区
民
・
建
設
従
事
者

の
生
活
と
仕
事
に
寄
り
添
い
、

願
い
を
叶
え
る
候
補
者
を
区
議

会
に
送
り
出
す
こ
と
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

新
宿
区
議
会
議
員
選
挙
は
、

４
月
16
日
（
日
）
告
示
日
、
23

日
（
日
）
投
開
票
日
で
行
わ
れ
、

定
数
38
議
席
に
60
人
が
立
候
補
、

投
票
率
は
38
．
79
％
（
前
回
37
．

93
％
）
で
し
た
。

結
果
は
、
自
由
民
主
党
10
議

席
か
ら
８
議
席
、
公
明
党
９
議

席
か
ら
８
議
席
、
日
本
共
産
当

７
議
席
か
ら
７
議
席
、

立
憲
民
主
党
３
議
席

か
ら
３
議
席
、
新
宿
未
来
の
会

３
議
席
か
ら
３
議
席
、
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
新
宿
区
１
議
席
か
ら

１
議
席
、
社
民
党
１
議
席
か
ら

０
議
席
、
日
本
維
新
の
会
０
議

席
か
ら
２
議
席
、
れ
い
わ
新
選

組
０
議
席
か
ら
１
議
席
、
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
０
議
席
か
ら
１
議

席
、
参
政
党
０
議
席
か
ら
１
議

席
、
国
民
民
主
党
０
議
席
か
ら

１
議
席
、
無
所
属
６
議
席
と
な

り
、
会
派
構
成
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
支
部
で
は
、
新

し
い
議
員
・
会
派
に
対
し
て
、

改
め
て
東
京
土
建
の
政
策
要
望

を
す
る
会
派
懇
談
な
ど
で
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
３
年
新
宿
区
議
会
議
員
選
挙
結
果



4
月
19
日
（
水
）
住
吉
町
に

あ
る
中
華
福
餃
子
で
、
出
陣
式

を
行
い
ま
し
た
。
組
合
員
8
人
、

支
部
よ
り
2
人
、
合
計
10
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
若
返
り
を
は
か
り
、

執
行
委
員
の
森
さ
ん
の
活
気
あ

ふ
れ
る
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

支
部
よ
り
関
口
副
委
員
長
の
挨

拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
乾

杯
し
ま
し
た
。
歓
談
後
、
私
、

川
村
よ
り
支
部
か
ら
の
チ
ラ

シ
、
分
会
で
用
意
し
た
拡
大

日
程
表
、
日
帰
り
温
泉
旅
行

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
最
後
に
分
会
拡
大

セ
ン
タ
ー
の
日
程
を
決
め
、

司
会
の
森
さ
ん
が
改
め
て
力

強
く
確
認
し
、
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

【
余
丁
町
分
会
長川

村

利
一
】

新
都
心
分
会
は
、
４
月
12
日

（
水
）
に
作
戦
会
議
出
陣
式
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
４
年

振
り
に
訪
問
行
動
を
再
開
す
る

こ
と
を
提
案
し
、
さ
っ
そ
く
４

月
18
日
に
事
業
所
訪
問
を
行
い

ま
し
た
。
留
守
で
資
料

を
ポ
ス
ト
イ
ン
し
た
会

社
も
あ
り
ま
し
た
が
、

社
長
と
会
っ
て
話
せ
た

会
社
も
何
件
か
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
５
月
18

日
（
木
）
に
は
組
合
員

訪
問
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
分
会
目
標
達
成
に

向
け
て
が
ん
ば
る
ぞ
～

【
新
都
心
分
会
長

秋
山

宗
夫
】

４
月
17
日
に
拡
大
出
陣
式
を

行
い
ま
し
た
。

新
た
に
若
手
の
北
谷
さ

ん
も
参
加
し
て
く
れ
、

元
気
な
出
陣
式
と
な
り

ま
し
た
。
拡
大
と
な
る

と
、
小
さ
な
分
会
は
な

か
な
か
思
い
通
り
に
目

標
達
成
を
実
現
す
る
こ

と
が
難
し
い
行
事
の
一

つ
で
す
が
、
拡
大
は
組

織
の
「
か
な
め
」
で
す
。

１
人
新
規
加
入
者
が
い

る
と
の
こ
と
で
、
大
き

な
笑
顔
と
団
結
し
て
、

が
ん
ば
ろ
う
で
終
了
し
ま

し
た
。

【
落
合
西
分
会

佐
藤

金
三
】

２０２３年５月１０日(水曜日) し ん じ ゅ く 第７３９号
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建設業の「働き方改革」

の猶予期間は終了し、今年

４月から時間外労働の上限

が罰則付きで規定されてい

ます。建設業界は長時間労

働が慢性化し、多くの現場

が週休１日という厳しい労

働環境のため若者から入職

を敬遠される理由になって

います。この問題に手を付

けていく事が産業の担い手

を守り育てる道です。

さらに、今年４月からは

月６０時間を超える時間外労

働の割増賃金に対して中小

企業は現在２５％加算が５０

％加算になりました。昨年

以前からすでに対応が必要

なものは「労働者の労働時

間の管理」「年次有給休暇

の年５日の取得」「法廷３

帳簿を始めとする帳簿の作

成と保管」「同一労働同一

賃金」などがあります。

働き方改革関連法では違

反への罰則刑があり、労基

署の立ち入り調査は強化さ

れる模様で事前の対策が重

要です。国交省の偽装一人

親方チェックシートなども

活用して、労働者と判断さ

れる場合は、雇用の必要性

も含めて、ご検討やご相談

ください。

【立件事例】（横浜北労基署）

私学校法人の教職員１人に

対する１０分間時間外労働を

３６協定違反とされました。

また労使協定（賃金控除協

定）無しの毎月９００円互助

会費の賃金控除を労基法２４

条（賃金の支払い）に抵触

する可能性が指摘されてい

ます。

３６協定・就業規則の完備・

時間外手当の法定支給など

未対応の場合は、組合へご

相談ください。東京土建本

部社労士ネットの社労士に

相談することも可能です。

落合西分会

ことぶき会宣伝カー行動

決起して、センター結集
増やそう仲間 笑顔の総力で

四
谷
分
会
は
、
春
の
拡
大
月

間
の
出
陣
式
を
４
月
11
日
（
火
）

分
会
執
行
委
員
会

の
後
に
行
い
ま
し

た
。こ

の
春
は
事
業

所
か
ら
の
入
社
が

例
年
よ
り
少
な
く

不
安
も
あ
り
ま
す

が
、
新
加
入
者
の

訪
問
行
動
や
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
行
動
な

ど
、
で
き
る
こ
と

を
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ

て
い
こ
う
と
相
談

し
ま
し
た
。

【
四
谷
分
会
長

三
浦

弘
】

四谷分会

拡大成功に向かって
羽ばたけ四谷分会 オー

新都心分会

組合の未来のために拡大

拡
大
出
陣
式

余丁町分会

分会レクなどで
若手組合員の確保



４
月
26
日
（
水
）
、
新
宿
支
部
恒
例

パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
付
き
『
新
年

度
役
員
学
習
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
43
人
で
、
新
執
行
委
員
の

参
加
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

学
習
会
は
共
済
・
財
政
・
組
織
運
営

の
３
本
柱
で
行
い
、
私
の
担
当
の
共
済

で
は
、
「
共
済
の
説
明
を
聞
い
た
組
合

員
が
、
今
度
は
他
の

組
合
員
に
共
済
の
説

明
が
で
き
る
」
こ
と

に
重
点
を
置
い
て
話

を
し
ま
し
た
。
私
が

厚
生
文
化
部
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
、

火
災
・
地
震
共
済
や
自
転
車
保
険
の
パ

ネ
ル
を
作
っ
て
全
分
会
を
回
っ
て
説
明

を
し
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
そ

の
時
の
話
も
交
え
て
話
を
し
ま
し
た
。

財
政
は
、
よ
り
正
確
か
つ
円
滑
な
納
入

活
動
を
目
指
し
、
群
長
や
財
政
担
当
者

の
悩
み
や
負
担
軽
減
に
繋
が
る
よ
う
に
、

納
入
の
流
れ
や
納
入
明
細
書
の
記
入
方

法
な
ど
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。
組

織
運
営
で
は
綱
領
・
規
約
の
視
点
を
基

本
と
す
る
東
京
土
建
の
民
主
的
組
合
運

営
、
組
合
民
主
主
義
に
つ
い
て
学
び
、

役
員
と
書
記
が
連
携
し
て
意
識
的
な
教

育
活
動
を
日
常
的
に
進
め
て
い
こ
う
と

確
認
し
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
会
で
新
任
の
方
に
も
理

解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
厚
生
文
化
部
長

関
口

弘
】

コ
ロ
ナ
関
連
も
治

ま
り
始
め
た
昨
今
、

京
都
へ
足
を
運
び
ま

し
た
が
、
99
％
が
外

国
人
、
海
外
か
ら
の

修
学
旅
行
者
も
大
勢

い
ま
し
た
。
円
安
だ

か
ら
で
し
ょ
う
が
…
。

微
量
で
も
日
本
が
う

る
お
え
ば
い
い
の
で

す
が
…
。

【
新
都
心
分
会

東
山

連
子
】

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着

い
て
、
マ
ス
ク
も
だ

ん
だ
ん
し
な
く
て
も

い
い
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
増

加
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
に
し
て
も
、
毎

日
何
か
し
ら
信
じ
ら

れ
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が

起
き
て
い
ま
す
。
平
和
が
早
く
戻
っ

て
き
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
神
楽
坂
分
会

富
澤

寿
美
】

こ
の
と
こ
ろ
、
週
末

の
天
気
が
良
く
な
い
で

す
ね
。
梅
雨
入
り
前
の

時
期
に
野
外
活
動
を
自

粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
の

が
残
念
で
す
。

【
高
田
馬
場
分
会

山
口

真
彦
】

外
で
半
袖
の
人
を
見

か
け
、
も
う
そ
ん
な
季

節
か
～
と
思
い
ま
し
た
。

少
し
前
ま
で
コ
ー
ト
を

着
て
た
の
に
、
時
が
過

ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で

す
ね
。

【
高
田
馬
場
分
会

千
田

薫
】
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「
70
才
以
上
で
組
合
員
歴
30
年
以
上
の
組
合
費
減
額
制
度
」
と
「
75
才
以
上
の
組
合
費
減
額
制
度
」
（
申
請
制
）
が
あ
り
ま
す
。

●まちがい箇所を

丸印で示し、支部

まで送ってくださ

い。はがき・ファ

クス・メールで。

分会・住所・氏名

を（家族の方は組

合員の氏名も）書

いて下さい。余白

には新聞の感想や

身近なできごとを

「必ず」添えてく

ださい。（未記載は

抽選対象外）

●宛先：

〒１６９―００７４
新宿区北新宿

４―３３―９

東京土建新宿支部
●正解者の中から

１０名に抽選で図

書カードをプレゼ

ント。

●〆切：

５月２５日（木）
アスベストに関わる症状でご心配な方は「毎月最終火曜日午
前中は芝診療所しばしん土建検診デー」を是非ご利用ください。
引き続き、ご無理はなさらずに慎重に来院をご検討ください。

共済についてフリップを
使って紹介する関口副委員長

新
年
度
役
員
学
習
会

※東京土建ホームページで検索が出来、国保ガイドの手引きにも掲載していますが、

こちらでも掲載します。是非健診を！ ※節目→節目健診（人間ドック）のみの契約機関

日曜（休日）健診・女性健診・夜間健診のお知らせ

日曜(休日) 女性 夜間

代々木
病院健診
センター

3478-7038

5月 21・27日 水・金・21・27日
婦人科は女医

5月27日はレディースデー、
5月19日は13～15時有り

時間 8:30～11:00
明治安田
新宿健診
センター

0570-035
-489

5月 月・水・金
男女フロア別、乳がん検
査技師は全て女性スタッ
フ

節目

時間

楠樹記念

クリニック
3344-6666

5月 14・28日 節目 節目

時間 8:00～8:30

新宿健診
プラザ

3207-2222

5月 月～金13・20日
(1～5日除く)

女医・スタッフが対応、
受診者も女性のみ

時間 7:30～13:30



ご入学おめでとうございます！ 
 所定の申請書にお子様の保険証の写しを

添付してご提出ください。 

申請期限は１年間(年度末まで)です。 

 

組合事務所閉所について 
下記日程で、事務所を閉めさせていただきます。 

★6月 2日(金)一日 書記局会議 

※ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力

下さいます様何卒よろしくお願いいたします。 

 

一人で 100 筆集める“チャレンジャー”登録も

春の拡大月間(仲間増やし)にご協力を！  
組合員を増やす取り組み、春の拡大月間の後半で

す。4～5月に、新宿支部では 68 人の新しい仲間を

迎えることが目標です。未加入の方をご紹介くださ

い。今年度は、CCUS・アスベスト事前調査や届出・

消費税インボイス制度対応などで、建設業界は大き

く変わります。組合にご相談ください。拡大月間を

成功させ、「若手が入職して希望を持って働き続け

られる明るい建設産業」を築きましょう。各種のご

相談や現場の情報なども組合へお寄せください。 

新入学おめでとうございます！ 

 

 

8 月はお休みです 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

群会議の話題 
無料法律相談会 

申込みは組合まで℡０３（３３６２）２１６１ 

5 月 19 日（金） ／ 6 月 20 日（火） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３話でご予約下さい。 

No405 号（2023 年 5 月 10 日）  東京土建新宿支部 

必見・必聴 インボイスセミナー 

「ストップインボイス 建設業での相

談や対応はどうすればいいの？」 
［日時］5月 26 日(金)19：00～ 

［場所］けんせつプラザ東京 5階（ZOOM 併用） 

［講師］山本高明（本部税金対策担当常任） 

手間請けの方を含めて売上 1千万未満の消費

税非課税業者やその取引先業者、建設業全体

に大きな悪影響が及びます。 

WEB からでも可能です。ぜひ、ご参加下さい。 

インボイス制度は、急いで登録せずに、制

度の内容を周知の上、実態に即した対応をし

ていきましょう。組合では、制度の実施延期

や中止を求めて署名など取り組みを行ってい

ます。※今の情勢の特集は機関紙「しんじゅ

く」2月号・3月号をご覧ください。（HP に

も掲載）個別相談は、支部事務所へご連絡を。 

労働保険(労災・雇用)年度更新受付 
☆事務委託をされている組合員・事業所で未

更新の方へ。※郵送でお手続きも可能です。 

☆時間帯はいずれも 10：00～15：00 です。 

5 月 9 日(火)・10 日(水)・11 日(木) 

予備日 5月 23 日（火）～24 日（水） 

4 月～雇用保険料率の引上げにご注意を 

建設の事業 
18.5/1,000 その内労働者負担分が 6/1,000 か

ら 7/1,000 に引きあがっています。 

一般の事業（設計事務所など） 
15.5/1,000 その内労働者負担分が 5/1,000 か

ら 6/1,000 に引きあがっています。 

※給与計算の際にご注意ください。 

各種国家資格の受験準備講座ご活用を 
〇一級施工管理技士（1次検定講座 4月～6月・

2次検定講座 7月～10 月） 

〇二級施工管理技士（1次検定講座 7月～10

月・2次検定講座 10 月） 

〇第二種電気工事士（筆記講座 4月～5月・実

技講座 6月～7月） 

〇一級建築士（学科講座 1月～7月・製図講座

7月～10 月） 

〇二級建築士（学科講座 1月～6月・製図講座

6月～9月） 

☆詳しい日程は「今月の講習会募集」ご参照 

10 月から解体・改修工事の石綿事前調査

は「一般建築物石綿含有調査者」に限定！ 
石綿関連の各種法改正後、段階的に厳格化され

てきましたが、いよいよ 10 月から事前調査は国

の認定する講習機関で「一般建築物石綿含有調査

者」を取得した者に限定されます。組合では定期

的に石綿調査者講習会を開催していますが、受講

資格は「石綿作業主任者」の取得が前提となって

います。「石綿作業主任者」を受講してから「一

般建築物石綿含有調査者」を受講するためには、

数か月必要となります。早めにご準備ください。 

(6)



は要望の多い講習です

群会議の話題版

申込・問合せ先 新宿支部 電話03-3362-2161

受講料 受講資格／対象 内　　　容

  ５ / ２３～２４（火水）
　技術研修センター(池袋)

　① ５ / ３０～３１（火水） ② ８/ ２３～２４（水木）

 　①技術研修センター（池袋）  ②技術研修センター（池袋）

①６/１３～１４（火水）技術研修ｾﾝﾀｰ ③７/５～６（水木）技術研修ｾﾝﾀｰ

②６/１７～１８（土日）府中国立支部会館 ④８/２～３（水木）技術研修ｾﾝﾀｰ

① ６ / １８（日）板橋支部会館 ③ ７ / ２５（火）技術研修センター

② ６ / ２３（金）技術研修センター ④ ８ / ２９（火）技術研修センター

57

27 18歳以上

28 18歳以上

78 18歳以上

　②６ / ２９～７ / １（木金土）

12 　次回１０月予定

13 　次回９月予定　（機体重量3t以上）
整地・運搬・積込・掘削用
機械の運転

80 　次回９月予定　（機体重量3t以上）

51

52 18歳以上

新規

更新

40

建築士講習（NPO東京土建ATEC）　

青年部員への「青年部チャレンジ助成金」を活用しましょう。講座は80％以上出席が条件。特別教育も対象(新入職者は従事者教育修了に限る)。外部講習は組合受付に限る。

お問合せ
ください

住宅ﾘﾌｫｰﾑｴｷｽﾊﾟｰﾄ

(増改築相談員)

10月の製図試験にむけた講座。対象は受験申請を済ませた方、また
は来年受験に向けて勉強する方

２級建築
施工管理

技士

講
座

　６ / ９（金） 技術研修センター（池袋）

小型車両系
建設機械
特別教育
（3t未満）

車両系建設機械
（整地等）技能講習

お
問
合
せ
く
だ
さ
い

  ６ / １８（日）西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く）

第二種電気工事士
受験準備 技能講座

  ６ / １６～１８（金土日）西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く）

36
技能試験に合格するための講座。筆記試験の合格者対象。下期試
験に向けて準備している方も受講できます。（筆記講座から継続の方
は45,000円）　午前９時～１７時　技術研修センター（池袋）

58

電動工具安全取扱

セットコース

21

 ７/２７（木）～１０/２９（日） 技術研修センター（池袋）

30

ガス＋ア－ク溶接
セットコ－ス

18歳以上

自由研削砥石

  ８ / ９～１０（水木）城東職業能力開発センター（足立区）ガス溶接 技能講習

　６ / ３０（金）　技術研修センター（池袋）　　　次回９月予定

  ７ / ２０（木） 技術研修センタ－（池袋）

　６ / ８（木） 技術研修センター（池袋）

　６ / ９（金） 技術研修センター（池袋）

アーク溶接 特別教育

　６ / ８～９（木金） 技術研修センター（池袋）

　６ / ６・８～９（火木金） 技術研修センター（池袋）

　６ / ９（金） 技術研修センター（池袋）

71

建
設
機
械

整地等＋
解体ｾｯﾄ

整地等用

車両系建設機械
(解体)技能講習

26

玉 掛

19

石綿特別教育

56

25

48

石綿・電動工具
セットコース

22

16

 ８/ ６～１０（日月火水木）城東職業能力開発センター（足立区綾瀬）

11

23

24 丸のこ・熱中症
セットコース

  ８ / ６～８（日月火）城東職業能力開発センター（足立区）

※ﾘﾌｫｰﾑｾﾝﾀｰへの登録
料込み

11月に第一次検定・第二次検定の両方の試験があり、それに向けた
受験準備講座です（お盆はお休みです）

　木曜4回（8/24､9/7､21､10/5）夜６時半～
　日曜昼4回（8/27､9/10､24､10/8） ９時３０分～１７時３０分　予定

新築・リフォ－ム経験５年以上※今年から要件変更

18歳以上

整地等用と解体用を同時に取得できる、セット割引コース

　木曜9回（6/22､7/6､13､20､27､8/3､10､24､31） 夜６時３０分～９時３０分
　日曜昼9回（6/25､7/9､16､23､30､8/6､20､27､9/3）９時～１７時　予定

 ６/２２（木）～９/３（日）　技術研修センター（池袋）

小型整地・運搬・積込・掘削用※特別教育修了後の実務
経験で技能講習（3t以上）が2～3日に短縮受講可

整地技能講習修了者

可燃性ガスを使用する溶接・溶断の作業に必要

動力により駆動される巻上げ機（ウインチ）の運転。仮設電
源で必要な「低圧電気」との、セット割引コース

14
職長・安全衛生

責任者教育
(リスクアセスメント含む)

  ８ / １（火） 技術研修センター（池袋）

酸欠・硫化水素
特別教育

  ６ / ６・８～９（火木金）３日間 技術研修センタ－（池袋）　　　次回１２月予定

高さが２ｍ以上の箇所において作業床を設けることが困難
な場合は、フルハ－ネス型を用いて行う作業に必要

掘削面高さが2m以上となる地山掘削と土止め支保工組立
て(腹おこし､切りばり､中間杭火打ち等)作業

足場組立て・解体・変更の作業に必要。脚立足場・可搬式
作業台の連結・ﾛｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ等も足場扱いになります

18歳以上

有機溶剤指定物質のほか、塗料・ｼﾝﾅｰに含有のｴﾁﾙﾍﾞﾝ
ｾﾞﾝや塗料剥離剤のｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ等を扱う作業

建築物の解体・改修で石綿が含まれる建材を除去する作
業

暗渠・マンホール・槽・ピットなど酸素欠乏症や硫化水素中
毒にかかるおそれのある場所での作業

18歳以上

18歳以上

18歳以上

経験
３年以上

軒の高さが5m以上の木造建築物で、構造部材の組立て、
屋根下地、外壁下地、建具枠の取付作業

  ７ / ５～６（水木） 技術研修センター（池袋）

経験
３年以上

経験
３年以上

※2015年7月以降の経験は
特別教育修了証の添付が必要です

  ８ / ２９～３０（火水） 技術研修センター（池袋）

  ６/ ２０～２１（火水） 技術研修センター（池袋）　　　次回１１月予定
経験
３年以上

  ６ / ２７～２８（火水） 技術研修センター（池袋）　　　次回１１月予定 ｺﾝｸﾘ打設に用いる型枠支保工の組立て・解体作業

石  綿

18歳以降の
経験３年以上

高さ5m以上の鉄骨の組立て・解体の作業

つり足場、または高さ５m以上の構造の足場の組立･
解体･変更の作業

高さ5m以上のコンクリート造の工作物の解体・破壊

日　程　（開始９時～または８時30分～）

建築物等の鉄骨
の組立て等

2
作
業
主
任
者
（

共

済

・

資

格

取

得

祝

金

対

象
）

地山 及び 土止め
の掘削　　　　支保工

3

職業訓練法人東京土建技術研修センター主催。申込は所属の支部事務所へ、受講申請書・受講料・認印・顔写真1枚(30×25㎜・パソコン講習は不要)を持参します。　※締切は１４日前（締切
後は不可）。　※遅刻厳禁。また技術研修センターには駐車場がありませんので、車での出席はお控え下さい。　※雇用保険助成金は申込前に支部へご相談ください。

ｺﾝｸﾘｰﾄ造
の工作物の解体等

足場
の組立て等

木造建築物
の組立て等

1
経験
３年以上

講習番号と講習名

18歳以上

常時現場で直接指揮監督する「職長」と、元請との間で仕
事の連絡・調整する「安全衛生責任者」となる方への教
育。リスクアセスメント教育も実施します

20歳以
上が相応
しい

今月の講習会募集【組合員向け案内】

4

東京土建一般労働組合　技術対策部

型枠支保工
の組立て等

2023年5月

5

18歳以上

建築士定期講習

 １０/１（日）～１０/１５（日） 技術研修センター（池袋）二次のみ

一級建築士
受験準備 製図講座

 ６/１８（日）２５（日）７/２（日）９（日）１６（日）の５日間

管理建築士講習

JW-CAD習得

　７ / １２（水） 技術研修センター（池袋）

専
用

管理建築士になる方　次回９月予定

◆新型コロナウイルス「三密」回避対策として定員を減らして開催します。今後の状況などによって中止になる場合がありますのでご承知おき下さい◆

他

P
C

３年度ごとに受講義務

パソコン基本操
作ができる方

ﾌﾘｰｿﾌﾄを使い、CAD初心者でも基本から平面・立
面図までじっくり学習します。

 ８/２０（日）～　毎週日曜　計５回　技術研修センター（池袋）

 ９時～１７時　8/20･27･9/3･10･17

　新規は９時～、更新は午後２時１５分～（2023年3月未更新の方も） 2024年3月更新または2023年3月未更新者

  ６ / １６～１７（金土） 西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く）

小型車両系（整地用）特別教育修了者 ※修了証添付

足場作業主任者

能力向上教育

熱中症

小型移動式クレ－ン

ロープ高所作業

巻上げ機

低圧電気

新入職者教育

低圧電気・巻上機
セットコース

7

8

9

有機溶剤

特
別
教
育
な
ど

丸のこ

職
長

10

フルハ－ネス
特別教育

15

17

酸欠・硫化水素

49

「ガス溶接」「ア－ク溶接」同時に取得できる、セット割引
コース

特定化学物質50

職長・安全衛生責任者
能力向上教育

43

18

44

足場特別教育

18歳以上

ビルの外装清掃・のり面保護工事・屋根工事・板金工事な
どでロープを使用する作業（実技あり）

アーク溶接作業は作業前に受講が必要

多くの組合員に必要とされる「丸のこ」「熱中症」の２つの特
別教育を同時に取得できる、セット割引コース

「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育３つセットの
割引コース

「石綿」「自由研削砥石」「丸のこ」「熱中症」特別教育４つ
セット割引コース。改修工事は石綿も必要となります

熱中症は建設現場で多く発生しており、早めの対策が必
要なことから、予防教育を行ないます

18歳以上
つり上げ荷重１ｔ以上のｸ
ﾚｰﾝ等の玉掛

（☆☆☆　組合主催　☆☆☆）

つり上げ荷重5ｔ未満の移動式ｸﾚｰﾝ運転

18歳以上

入職者に対して事業所が行う法定の「雇い入れ時教育」の一部を
実施、「普通救命」「振動工具」の従事者教育も取得できます

足場作業主任修了者
※修了証添付

職長・安全衛生責任者教育
(RA含)修了者 ※修了証添付

作業主任者講習修了者はおおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

18歳以上
丸のこは使用頻度が高く、事故も多発し重症となる例も多
いため、正しい知識を基本から学びます

石綿が使用されている建築物等の解体・リフォームの作業
に従事する労働者は、作業前に受講が必要

グラインダ（自由研削砥石）運転、砥石取替作業に必要18歳以上

18歳以上

暗渠・槽・ピット等、酸素欠乏症や硫化水素中毒のおそれ
のある場所での作業に必要

18歳以上

電動工具で使う仮設電源の開閉器の操作に必要な教育18歳以上

18歳以上

防水材などに含まれる特定化学物質を扱う作業。2021年4月より「溶接
ヒューム」も特定化学物質に追加され、ア－ク溶接をする作業所でも特
定化学物質主任者を選出することが必要となります。

国の新たな指針が示され、おおむね５年
毎に受講が望ましいとされています

  ６ / ２０（火） 技術研修センター（池袋）　　　次回１２月予定

  ６ / ２３（金） 技術研修センター（池袋）　　　　次回１２月予定

  ６ / ６（火） 技術研修センター（池袋）　　　次回１２月予定

　６ / ８～９（木金） 技術研修センタ－（池袋）　　　次回１２月予定

　７ / １２～１３（水木）  けんせつプラザ東京（東京土建本部会館）
　申請受付期間あり･詳細はご所属支部へ

　６ / １３～１５（火水木） 技術研修センター（池袋）　　　次回１０月予定

  ７ / ２５～２６（火水） 技術研修センター（池袋）

  ５ / ２３～２５（火水木）　技術研修センター（池袋）　　　次回１１月予定

　５ / ２５～２６（木金） 技術研修センタ－（池袋）　　　　次回１１月予定

18歳以上

18歳以上

仮設電源の（開閉器）操作する場合は、低圧電気特別教育が必要で
す

　1･2日目:技術研修ｾﾝﾀｰ(池袋),3日目西多摩支部会館（羽村市）（青梅線小作駅近く）

二級建築士
受験準備 製図講座

９月の製図試験にむけた講座。対象は受験申請を済ませた方、また
は来年受験に向けて勉強する方

小型車両系建設機械特別教育修了後、実務経験
3～6ヶ月

解体用

73
 ８/２４（木）～１０/８（日） 技術研修センター（池袋）

55
　日曜昼9回（7/30､8/6､20､27､9/3､10､17､24､10/1） ９時３０分～１７時３０分　予定

　木曜11回(7/27､8/3､24､31､9/7､14､21､28､10/12､19､26)夜６時３０分～９時３０分
　日曜昼8回（8/6､20､9/3､17､10/1､8､15､29) ９時～１７時　予定

70
一次検定
二次検定

 ７/３０（日）～１０/１（日） 技術研修センター（池袋）

　日曜昼3回（10/1､8､15） ９時～１７時　予定

　① ６ / １６（金）技術研修センタ―（池袋）　② ７ / １９（水）技術研修センタ―（池袋）

② ７ / ２（日）足立支部会館　① ６ / ６（火）技術研修センター

溶
接

10月の実地試験にむけた講座。対象は2級合格者または同レベルの
知識があり、受験申請を済ませた方

二次１級建築
施工管理技士

次回9月予定
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新宿支部総合日程表 ※⑩は10時の意味です 【20230508】

支部のとりくみ 分会 本部・各団体、全国・全都行動などのとりくみ

５月：

5 8 月 執行委員会

5 9 火
分会配布
［7］労働保険年更(事業所)⑩～⑮(林保険)

5 10 水
［8］労働保険年更(事業所)⑩～⑮ 高田馬場分執

大久保分執
新年度共済担当書記会議⑬30（けんせつプラザ）（担当書記）（青曽）
第７回センター理事会

5 11 木
［9］労働保険年更(事業所)⑩～⑮ 「首長から学ぶ、地域から要求を実現するには」5・11シンポジウム⑲（けんせつプラザ東京

WEB併用）（支部５人・２号動員）（四役常任・執行委員希望者・分会1％・書記）

5 12 金

ことぶき会役員会⑰ 新都心分執(淀橋会館)
余丁町分執
落合西分執＆作戦会議
神楽坂分執＆中間決起⑱30

第1回賃金対策部会
第１回税金対策部担当中執・税金対策小委員合同会議（税金経営対策担当中執と税金対
策小委員）
新宿社保協事務局会議⑮（土建）

5 13 土
東京社保協第５３回総会（ＷＥＢ併用）（地域社保協担当役員・社保対部長・担当書記・活動
費支部負担）（伊藤・関口・青曽）

5 14 日
２０２３年度教宣活動者会議（第１回教宣部会）(教宣部長＋教宣部員１人)（半澤・）
社保協主催社会保障拡充巣鴨宣伝⑫（巣鴨駅前）（２３区支部１人・１号動員）

5 15 月

第１回労働対策部会
都連主催「国保組合の育成・強化、保険証交付存続を求める学習集会」⑬30（総連会館・
WEB併用）（担当役員・担当書記支部1人・1号）（関口）

5 16 火 事業所訪問⑬（支部集合）（各分会1人）
余丁町分会事業所訪問⑩（住吉コーポラス公
園）

第１回財政担当者研修会（財政担当書記・職員）⑩～⑫（大塚・森）
支部会計監査学習会⑭（新任の方を中心に支部会計監査）

5 17 水
アスベスト定例宣伝⑰（大久保駅前）（分会2％）（大槻・青
曽）

高田馬場分会財政
落合西分会財政＆作戦会議

専従会議
東京３陣第１４回期日行動⑩（東京地裁前）（三多摩支部５人・１号動員）
社会保障拡充に向けた「国会議員要請行動」⑫15（衆議院第２会館前歩道）（支部2人・1
号）（半澤・関口）

5 18 木 住宅センター定例会

新都心分会組合員訪問⑮ みんなの会事務局者会議⑨30（新宿民商）（大槻）
専従役員会議
２０２２年度第５回どけん共済会理事会
史上最大のSTOP！インボイス大作戦のための5・18作戦会議⑲（新宿ロフトプラスタワー）
（参加費1,500円）（支部参加要請は無し）

5 19 金

納入日
法律相談⑬30～⑯
教宣部会

神奈川１陣差戻審判決日行動⑨30（東京高裁前）（２３区支部５人・１号）
変更⇒5/30⑩（支部3人・1号）
第１回社会保障対策部会
新宿社保協幹事会⑱30（土建）
総がかり１９日行動⑱30（衆議院第２会館付近）（支部３人・２号動員）

5 20 土 後継者対策「座禅」イベント 西部ブロック議長支部引継ぎ式⑱30（初台「東天紅」）

5 21 日

第１回後継者対策部会
目黒支部千葉一郎さん「労をねぎらう会」⑱30（EBISU SHOU ROOM）（伊藤・関口・粂）

5 22 月 厚生文化部会＆後継者対策合同部会 3.13重税反対統一行動統一行動四谷・新宿税務署交渉（四谷税務署⑮30）

5 23 火

［予備日⑩］労働保険年更(事業所)⑩～⑮ 余丁町分会作戦会議⑲（川村宅） 主任書記会議AM
みんなの会総会⑱仮（新宿民商）⇒6/7
全都共済推進委員ＷＥＢ学習会⑲～⑳30（支部から参加した推進委員および支部・分会役
員に対して参加者１人２,０００円補助）

5 24 水

［予備日⑪］労働保険年更(事業所)⑩～⑮
区役所ロビー相談会⑬～⑯（中小・新宿建築）

神奈川１陣差戻審　判決報告集会・議員要請行動⑩（場所未定）（２３区支部５人・１号動員）
変更⇒5/31⑬30（ビジョンセンター永田町6階）（支部3人・1号）
自主申告運動の擁護・発展をめざすオンラインシンポジウム⑭～⑯30（ZOOM開催・支部会
館や個人）
みんなの会総会⑱30代表者会議（新宿民商2階）

5 25 木

常任会議
新宿社保協宣伝⑰（曙橋駅前）（分会1％）
新宿最賃デモアピール⑱（新宿駅東口）（分会1％）

5 26 金

「ストップ！インボイス」セミナー（本部5階ABC+講師山本
常任予約済み）

経営相談会（要予約）⑩～⑪と⑪～⑫（本部2階）
全建総連東京都連「5・26国保組合の育成強化と健康保険証の存続、インボイス制度見直
し・延長を求める院内集会・国会議員要請」⑪（衆議院第一議員会館「大会議室」）（支部2
人・1号）（関口・）
本部大規模現場宣伝⑯30～⑰30（虎ノ門・麻布台現場「六本木一丁目」駅4分飯倉交差点
～神谷町駅２番出口付近）⑯15集合（都心区支部2人）（ことぶき会）

5 27 土 余丁町分会作戦会議⑲（川村宅）

5 28 日

本部設計者の会住宅相談会⑩～⑯（けんせつプラザ東京1階）（ZOOM併用）（新宿支部
へ協力要請）
一般建築物石綿含有建材調査者5・28学習交流集会⑩～⑫30（けんせつプラザ東京5会）
（WEB併用）

5 29 月
第１回税金対策部会
みんなの会定例宣伝⑱（高田馬場オオゼキ前）（分会1％）

5 30 火

２０２３年度第１回どけん共済会総代会兼第１回部会⑩変更⇒⑪総代会（部長）⑬（部長+共
済推進委員1人）
東京建材メーカー訴訟第２期日請行動⑬（東京地裁前）（２３区支部５人・１号）

5 31 水

2023年度第1回会館建設検討委員会 神奈川１陣差戻審判決日一日行動⑩（東京高裁前）移動し⑬30（ビジョンセンター永田町6
階）（支部3人・1号）
社会保障拡充に向けた「国会議員要請行動」⑫15（衆議院第２会館前歩道）（支部2人・1
号）（半澤・関口）

6 1 木 余丁町分会拡大月間打上⑲ 中執

6 2 金 書記局会議（一日）
書記局会議
東京２陣第９回期日行動⑫30（東京高裁前）（三多摩支部５人・１号動員）

6 3 土

6 4 日

6 5 月

6 6 火 四役・常任会議

6 7 水

第１回技対部会・第２９回技術センター構成事業主総会（WEB併用）
教宣担当者会議(担当書記)
納税者権利憲章を作る会・TCフォーラム総会（WEB開催）⑬30～⑯（支部からWEB参加）
みんなの会総会⑱30（民商2階）

6 8 木 執行委員会
第１回国保対策担当書記会議（国保担当書記）
源泉所得税研修会（WEB併用）（書記・職員）

2023年　（4月1日に5月31日までの行を2022年度データからコピペすること！）

6月：
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※ご記入の上、ＦＡＸかＭＡＩＬにて、ご返送くださいますようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

ゴム印で OK  以下に○をつけてください 

セミナーに（ 会場  OR  ZOOM  ）で参加 します 

ZOOM 参加の場合、メールアドレスも記入ください。 

事業所名 
事業主名 
所在地 
電話番号 
出席者お名前 
メールアドレス 

東京土建新宿支部 
【お問合せ】３３６２－２１６１

FAX03-3362-2289 

MAIL 

shinjuku@tokyo-dok

en.or.jp 

◆そもそも、免税業者が「預かり金」を納めずに「益税」を得ているとは誤解！？ 

◆売上 1000 万円未満の免税業者だけど、取引先とどう相談すればいいの？ 

◆一人親方、外注手間請でも、消費税申告して納税しないといけないの？ 

◆売上 5,000 万円未満の業者は「簡易課税」選択で乗り切れるってホント？ 

◆もし予定通り 10 月から実施されても、3 年間は 8 割仕入れ課税控除可能！ 

◆消費税「インボイス制度」って、本当にストップできるの？？ 

 

東京土建 

新宿支部 

と き：５月２６日（金）１９時～ セミナー 【WEB併用開催】 
 
ところ：けんせつプラザ東京（東京土建本部会館）新宿区北新宿 1-8-16 

ＪＲ大久保駅徒歩３分・ＪＲ新大久保駅徒歩７分 
 

講 師：山本高明（東京土建本部税対部担当専従常任中執） 

※東京土建にまだ加入されていないお仕

事のつながりの方もお誘い合わせ下さい。 
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